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会
議
一
日
目
は
、
ま
ず
、
庄
司
全
木

連
会
長
が
挨
拶
。
五
月
に
全
木
連
会
長

就
任
後
、
初
の
全
国
会
議
で
も
あ
り
、

抱
負
を
含
め
た
挨
拶
と
な
っ
た
。
内
容

は
全
木
連
事
業
と
し
て
、
構
造
改
革
、

需
要
拡
大
、
環
境
問
題
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
、
違
法
伐
採
問
題
な
ど
各
般
に
わ

た
っ
て
取
り
組
む
方
針
を
示
す
と
と
も

に
、
振
興
大
会
、
自
主
表
示
制
度
へ
の

協
力
を
要
請
し
た
。

一
面
　　木
材
産
業
研
修
会
を
開
催
＝
国
　　

　
　
　
産
材
の
振
興
を
メ
イ
ン
に
二
日

二
面
　
間
に
わ
た
り
受
講

三
面
　
違
法
伐
採
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
開

　
　
　
催
＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
取
り
組
　

　
　
　
み
な
ど
紹
介
　
林
野
庁
幹
部
と
　

　
　
　
意
見
交
換
　

四
面
　
景
況
調
査
　
お
し
ら
せ
　

　～

　
全
木
連
・
全
木
協
連
が
主
催
す
る
第

三
十
九
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
は
、

十
月
二
十
八
日
に
、
東
京
千
代
田
区
の

「
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
」
で
開
催
す
る
。

　
例
年
の
と
お
り
、
第
一
部
が
大
会
議

事
。
第
二
部
が
記
念
講
演
で
、
講
師
は

俳
優
の
小
沢
昭
一
氏
の
予
定
。
第
三
部

が
表
彰
式
。
第
四
部
懇
親
会
。

　
全
国
か
ら
八
百
名
の
参
加
を
見
込
ん

で
い
る
の
で
、
多
数
の
参
加
を
期
待
し

て
い
る
。

　
今
年
の
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
28
日
に
東
京
で
開
催

　
①
平
成
十
六
年
度
行
政
の
重
点
施
策

に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
木
材
課
の
河
野

元
信
課
長
、
国
道
交
通
省
木
造
住
宅
振

興
室
の
小
田
広
昭
室
長
、
環
境
省
産
業

廃
棄
物
課
の
森
谷
賢
課
長
が
、
そ
れ
ぞ

れ
「
林
産
施
策
に
つ
い
て
」、「
木
造
住
宅

及
び
木
材
利
用
振
興
に
係
る
住
宅
・
建

築
政
策
に
つ
い
て
」、「
産
業
廃
棄
物
処
理

対
策
の
動
向
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で

講
義
し
た
。
林
野
庁
の
河
野
課
長
は
、

木
材
需
給
の
状
況
か
ら
、
価
格
、
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
、
国
産
材
流
通
の
現
状
、

利
用
促
進
に
関
す
る
取
組
の
現
状
と
と

も
に
、
飲
料
缶
へ
の
利
用
や
海
外
へ
の

輸
出
な
ど
、
先
行
き
の
動
向
に
つ
い
て

解
説
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
施
策
に

つ
い
て
語
っ
た
。

　
国
交
省
の
小
田
室
長
は
、
木
造
住
宅

・
建
築
物
が
建
て
や
す
い
条
件
が
整
備

さ
れ
て
き
た
と
し
て
、
内
装
制
限
の
緩

和
（
平
成
十
二
年
告
示
）、外
壁
の
制
限

の
緩
和
（
平
成
十
三
年
告
示
）、土
塗
壁

等
の
壁
倍
率
の
設
定
（
平
成
十
五
年
告

示
）、製
材
の
燃
え
し
ろ
設
計
（
平
成
十

六
年
告
示
）
な
ど
を
示
し
、
木
造
建
築

の
可
能
性
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
既
存
不
適
格
建
築
物
に
対
す

る
規
制
の
合
理
化
に
関
す
る
建
築
基
準

法
の
改
正
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

木
材
産
業
研
修
会
を
開
催

　　
　
　
テ
ー
マ
は
「
国
産
材
の
振
興
」

林
野
、
国
交
、
環
境
の
課
長
・
室
長
が
講
義

　
そ
の
他
、
全
建
総
連
に
よ
る
木
材
調

達
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
、
木
材
と

関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
環
境
省
の
森
谷
課
長
は
、「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
の
概
要
に
つ
い
て
、

国
の
役
割
強
化
、
廃
棄
物
処
理
施
設
を

巡
る
問
題
の
解
決
、
罰
則
強
化
を
軸
に
、

最
終
処
分
場
跡
地
等
に
お
け
る
土
地
の

形
質
変
更
に
対
す
る
規
制
な
ど
を
説
明

し
た
。

　
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
優
良
化

推
進
事
業
を
実
施
し
、
優
良
化
の
た
め

の
具
体
的
な
方
策
、
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

検
討
す
る
と
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
電

　
全
木
連
・
全
木
協
連
は
、
七
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、東
京
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
、「
木
材
産
業
研
修
会
」

を
開
催
し
た
。
各
都
道
府
県
木
連
の
事
務
局
の
常
勤
役
職
員
ら
約

七
十
名
が
参
加
し
た
。
研
修
内
容
は
、
①
平
成
十
六
年
度
行
政
の

重
点
施
策
に
つ
い
て
②
国
産
材
一
〇
〇
％
住
宅
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
構
築
に
つ
い
て
③
子
供
に
語
り
継
ぐ
住
い
づ
く
り
を
④
国
産
材

振
興
に
向
け
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
⑤
木
材
製
品
自
主
表
示

（
ラ
ベ
リ
ン
グ
）
制
度
の
普
及
に
つ
い
て
⑥
地
域
材
の
利
用
推
進

に
つ
い
て
⑦
全
木
連
活
動
報
告
　
　
の
七
項
目
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当

講
師
か
ら
講
義
を
受
け
、
予
定
の
と
お
り
に
終
了
し
た
。
研
修
会

は
、
こ
こ
数
年
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
、

国
産
材
の
振
興
に
テ
ー
マ
を
置
い
た
構
成
で
実
施
さ
れ
た
。
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子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
注
目
さ
れ
る
と
の

こ
と
。
こ
れ
は
現
行
の
帳
票
に
よ
る
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
電
子
化
し
た
も
の
で
、

迅
速
化
、
透
明
性
の
向
上
を
め
ざ
す
と

い
う
。

　
さ
ら
に
、
処
理
施
設
の
モ
デ
ル
的
整

備
事
業
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
形
で
の
事
業
は
、
初
め
て
と
の

こ
と
。

　
最
も
大
き
な
問
題
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処

理
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
今
後
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
る
と
い
う
。

国
産
材
、
自
然
素
材
で
住
ま
い
づ
く
り
を

　
②
の
国
産
材
一
〇
〇
％
住
宅
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
つ
い
て
は
、
新
産

住
拓
（
株
）
の
小
山
幸
治
社
長
が
講
義

し
た
。

　
同
社
は
、
熊
本
県
を
中
心
に
営
業
展

開
し
て
い
る
中
堅
の
住
宅
建
築
会
社
。

天
然
乾
燥
し
た
地
元
の
木
材
を
使
っ
た

住
宅
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

原
木
の
調
達
、
製
材
を
担
う
業
者
を
明

確
に
し
て
、
資
材
の
供
給
体
制
を
確
立

し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
自
然
素
材
に

よ
る
百
年
住
宅
づ
く
り
を
目
指
し
、
利

用
材
積
は
原
木
換
算
一
万
k
、
供
給
棟

数
は
年
間
二
百
棟
の
体
制
を
確
立
す
る

と
し
て
、
経
営
理
念
や
経
営
戦
略
を
説

明
し
た
。以
上
で
一
日
目
の
講
義
を
終
了
。

　
第
二
日
目
は
、
③
子
供
に
語
り
継
ぐ

住
ま
い
づ
く
り
を
　
　
と
題
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
国
産
材
住
宅
推
進
協
会
の
北
山
康

子
代
表
が
講
義
し
た
。

　
ま
ず
、
協
会
の
活
動
と
し
て
、
セ
ミ

ナ
ー
、
現
場
見
学
会
、
森
林
視
察
ツ
ア

ー
、
珪
藻
土
教
室
な
ど
を
紹
介
。
こ
の

よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
住
ま
い
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　
北
山
氏
に
よ
る
と
、
現
在
の
住
ま
い

造
り
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
家
が

建
つ
と
い
っ
た
よ
う
な
大
量
生
産
方
式

で
あ
り
、
加
え
て
、
関
係
者
が
い
た
ず

ら
な
価
格
競
争
に
操
ら
れ
て
い
る
。
同

氏
は
こ
れ
が
、
国
産
材
が
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
要
因
で
も
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
ス
ギ

を
活
用
し
、
土
壁
を
見
直
す
と
と
も
に
、

タ
タ
ミ
、
障
子
、
木
製
建
具
な
ど
の
自

然
素
材
を
生
か
し
た
長
寿
命
住
宅
を
提

案
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
柱
な
ど
構
造

材
は
四
寸
角
以
上
に
限
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
提
案
を
実
現
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
木
材
業
界
に
は
、
乾
燥
、

開
か
れ
た
流
通
ル
ー
ト
、
価
格
の
明
確

化
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

長
伐
期
施
業
、
森
組
改
革
を
提
案

　
④
国
産
材
振
興
に
向
け
た
新
た
な
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
富
士
通

総
研
経
済
研
究
所
の
梶
山
恵
司
主
任
研

究
員
が
講
義
。

　
梶
山
氏
は
日
本
林
業
の
二
大
課
題
と

し
て
、
①
持
続
可
能
な
森
づ
く
り
、
②

自
主
表
示
制
度
で
国
産
材
指
向
を
強
め
る

　
⑤
木
材
製
品
自
主
表
示
（
ラ
ベ
リ
ン

グ
）
制
度
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
東
京

大
学
大
学
院
名
誉
教
授
の
岡
野
健
氏
が

講
義
し
、「
木
材
製
品
と
は
」「
自
主
表
示

と
は
」「
何
を
表
示
す
る
の
か
」「
誰
に
表

示
す
る
の
か
」「
誰
が
表
示
す
る
の
か
」

「
ど
の
よ
う
に
表
示
す
る
の
か
」「
何
故

自
主
表
示
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　
岡
野
氏
に
よ
れ
ば
、
自
主
表
示
は
当

面
、
製
材
、
合
板
、
単
板
積
層
材
、
繊

維
板
な
ど
、
住
宅
そ
の
他
建
築
物
、
公

園
等
の
木
製
具
、
家
具
な
ど
に
供
さ
れ

る
木
材
製
品
を
対
象
と
し
、
個
人
ま
た

は
団
体
が
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
行
う

表
示
。
表
示
内
容
は
木
材
の
産
地
、
樹

種
、
製
品
名
。
施
主
及
び
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
対
し
、
協
議
会
会
員
で
あ
る
素

材
丸
太
生
産
者
、
原
木
丸
太
流
通
業
者
、

製
材
業
者
、
木
材
製
品
の
製
造
業
者
、

製
材
・
木
材
製
品
の
流
通
業
者
、
ビ
ル

ダ
ー
・
施
工
業
者
・
ア
ッ
セ
ン
ブ
ラ
ー

ム
と
価
格
形
成
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
を

確
立
し
、
日
本
の
森
林
・
林
業
を
再
生

す
る
た
め
に
は
、
森
林
組
合
改
革
が
前

提
に
な
る
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
森
林

経
営
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
森
林
組
合
を

据
え
る
考
え
を
示
し
た
。

　
先
進
事
例
と
し
て
は
、「
所
有
者
と
山

が
近
い
場
合
」
と
し
て
、
岐
阜
県
東
白

川
村
森
林
組
合
（
森
林
認
証
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）、

岐
阜
県
加
子
母
村
森
林
組
合
（
非
皆
伐

・
長
伐
期
施
業
の
長
期
受
託
）、高
知
県

香
美
森
林
組
合
（
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

団
地
化
）、高
知
県
仁
淀
川
流
域
第
三
セ

ク
タ
ー
・
ソ
ニ
ア
（
団
地
化
に
よ
る
生

産
性
の
大
幅
な
向
上
）
を
挙
げ
た
。
ま

た
、「
所
有
者
と
山
が
離
れ
て
い
る
場
合
」

と
し
て
、
京
都
府
日
吉
町
森
林
組
合
の

森
林
整
備
プ
ラ
ン
を
挙
げ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
吉
町
森
林
組
合
の
プ

ラ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
現
在
、「
富
士
森
林

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
中
で
あ

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

国
産
材
需
要
拡
大
と
価
格
安
定
　
　
を

挙
げ
た
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
事
例

等
と
比
較
し
た
上
で
、
持
続
可
能
な
森

づ
く
り
に
は
長
伐
期
施
業
が
適
し
て
い

る
と
提
案
。
現
在
の
短
伐
期
皆
伐
で
は

林
業
経
営
が
成
立
し
な
い
と
し
た
。
長

伐
期
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
八
十
年
〜
百
二

十
年
前
後
で
の
主
伐
、
五
十
年
か
ら
十

年
ご
と
に
収
穫
、「
時
間
を
か
け
て
付
加

価
値
の
高
い
木
材
を
生
産
」
で
は
な
い
、

皆
伐
で
も
非
皆
伐
で
も
な
い
主
伐
、
可

能
な
限
り
自
然
の
力
を
利
用
し
た
更
新

　
　
で
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
先
進
事
例
と
し
て

は
、
愛
媛
県
久
万
町
岡
氏
所
有
複
層
林
、

栃
木
県
矢
板
市
山
縣
農
場
、
岐
阜
県
今

須
択
伐
林
、
愛
知
県
奥
三
河
古
橋
会
を

挙
げ
た
。

　
国
産
材
の
需
要
拡
大
と
価
格
の
安
定

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
ド
イ
ツ
と
の
比

較
か
ら
、
日
本
に
欠
け
て
い
る
部
分
と

し
て
、
川
上
を
取
り
ま
と
め
る
シ
ス
テ
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が
表
示
す
る
。
表
示
方
法
は
刻
印
、
刷

込
み
、
ラ
ベ
ル
な
ど
。
こ
れ
に
よ
り
、

施
主
・
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
応

え
る
、
表
示
に
よ
っ
て
不
当
な
ブ
ラ
ン

ド
表
示
を
予
防
す
る
、
そ
の
結
果
、
正

当
な
評
価
を
作
り
上
げ
る
、
国
産
材
指

向
を
強
め
て
、
総
体
的
に
木
材
の
需
要

拡
大
を
図
る
　
　
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
・
Ａ
Ｑ
と
の
違

い
」「
森
林
認
証
制
度
に
基
づ
く
表
示
と

の
違
い
」「
産
地
表
示
の
実
態
」「
自
主
表

示
制
度
の
課
題
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
自
主
表
示
の
推
進
組
織
と
し

て
の
「
木
材
表
示
推
進
協
議
会
」
の
設

立
に
つ
い
て
、
設
立
準
備
会
の
立
場
か

ら
全
木
連
角
谷
常
務
が
、
趣
旨
、
組
織

概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
⑥
地
域
材
の
利
用
推
進
に
つ
い
て
は
、

秋
田
県
木
連
の
児
玉
実
専
務
、
岐
阜
県

木
連
の
草
野
義
正
事
務
局
長
、
高
知
県

木
材
協
会
の
岡
部
利
秀
専
務
が
、
自
県

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
解

　
全
木
連
は
、
八
月
四
日
に
、
東
京
の

虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
、
違
法
伐
採
国

際
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
昨
年
に
続

い
て
二
度
目
の
開
催
に
な
る
。

　
ま
た
、
翌
五
日
に
は
、
大
阪
市
の
大

阪
木
材
会
館
で
、
違
法
伐
採
と
木
材
表

示
制
度
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。

　
東
京
会
場
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

お
い
て
、
政
府
の
指
導
に
よ
り
、
国
内

の
木
材
産
業
に
よ
る
新
組
織
「
木
材
産

業
活
性
化
機
構
」（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
）
が
設
立

さ
れ
、
違
法
伐
採
阻
止
の
た
め
の
新
た

な
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
責
任
者
を
招
い
て
、
活
動
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
違
法
伐
採
材
の
貿
易

に
関
心
が
高
い
イ
ギ
リ
ス
の
英
国
木
材

貿
易
連
盟
（
Ｔ
Ｔ
Ｆ
）
か
ら
も
英
国
で

の
取
り
組
み
を
聴
き
、
今
後
の
参
考
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
司
会
進
行
は
、
新
潟
大

学
農
学
部
の
荒
谷
明
日
兒
教
授
。

　
同
教
授
は
趣
旨
説
明
の
中
で
、
違
法

伐
採
問
題
の
解
決
に
は
、
森
林
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
や
共
同
声
明
な
ど
の
政
府

間
協
力
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
協
力
が

不
可
欠
だ
と
し
、
民
間
で
何
が
出
来
る

の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
状
況
と
輸
入
国
イ
ギ
リ

ス
の
状
況
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
呼
び
か

け
た
。

　
講
演
で
は
、
ま
ず
、
木
材
産
業
活
性

化
機
構
（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
）
の
　　　　　　　　　　

　　　　　　製
造
部
会
長
が
講
演
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
の
取
り
組
み
と
、
そ
の

も
と
で
の
民
間
の
取
り
組
み
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｋ
の
活
動
、
材
の
認
証
方
式
な
ど
を
解

説
し
た
。

　
次
い
で
、
英
国
木
材
貿
易
連
盟
（
Ｔ

Ｔ
Ｆ
）
の
ア
ン
デ
ィ
・
ロ
ビ
ー
政
策
顧

問
が
講
演
し
、
木
材
輸
入
国
イ
ギ
リ
ス

が
、
積
極
的
に
違
法
伐
採
材
対
策
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
、
企
業
の
信

頼
回
復
へ
の
取
り
組
み
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
必
要
性
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
に
対
す

る
評
価
、
イ
ギ
リ
ス
が
考
え
る
監
査
シ

ス
テ
ム
、
経
費
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
最
後
に
、
荒
谷
教
授
が
概
要
次
の

と
お
り
取
り
ま
と
め
て
終
了
し
た
。

　
　
　
大
き
い
問
題
だ
。
林
業
だ
け
で

は
な
い
、
国
家
政
策
と
も
か
ら
む
問
題
。

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
は
合
法
材
を
示
す
活
動
を
し

て
い
る
が
、
質
問
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

そ
れ
以
前
の
丸
太
伐
採
の
現
場
に
も
問

題
が
あ
り
、
国
際
密
輸
組
織
の
存
在
も

あ
る
な
ど
大
変
大
き
い
問
題
。
全
体
を

ど
う
す
る
か
よ
り
も
、
流
通
と
貿
易
で

行
動
を
起
し
た
こ
と
評
価
し
た
い
。
こ

N
joto　suha

rdjojo

林
野
庁
幹
部
と
意
見
交
換

　　違
法
伐
採
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

CO2

　―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
木
材
産
業
の

新
た
な
取
組
み
と
そ
の
展
開
　―

れ
は
輸
入
国
に
も
関
係
が
深
い
こ
と
。

こ
れ
が
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
、
変
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
我
々
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
が
、
ど
ん
な
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
か
は
、
Ｔ
Ｔ
Ｆ
か
ら
の

報
告
、
示
唆
も
あ
る
。
我
々
も
考
え
な

が
ら
行
動
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
大
阪
会
場
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
前
出
の

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
の
講
演
と
東
京
大
学
名
誉
教

授
の
岡
野
健
氏
に
よ
る
「
我
が
国
の
新

し
い
木
材
表
示
制
度
」
の
講
演
を
行
っ

た
。

　
全
木
連
・
全
木
協
連
は
、
八
月
十
日
、

正
副
会
長
・
支
部
長
と
林
野
庁
幹
部
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
、
木
材
関
連
全
般
、

広
範
な
問
題
に
つ
い
て
率
直
に
要
望
や

意
見
交
換
し
た
。

　
会
議
は
、
ま
ず
、
庄
司
全
木
連
会
長

が
挨
拶
し
「
業
界
は
景
気
回
復
感
が
実

感
で
き
ず
、
ま
だ
苦
し
い
。
地
域
経
済

の
振
興
の
た
め
に
も
林
野
庁
に
期
待
。

施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、
要
望

に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
次
い
で
、
前
田
林
野
庁
長
官
が
挨
拶

し
、「
木
材
利
用
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
林
野
庁
自
ら

木
材
利
用
行
動
計
画
を
た
て
て
も
い
る
。

今
年
度
予
算
で
は
、
Ｂ
材
の
集
成
加
工

な
ど
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
も

は
か
っ
て
、
利
用
を
は
か
る
。
　
削
減

枠
の
達
成
は
難
し
く
、
公
共
予
算
の
状

説
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
秋
田
が
中
国
へ
の
木

材
輸
出
に
向
け
た
取
り
組
み
、
岐
阜
が

「
木
の
香
る
環
境
づ
く
り
県
民
運
動
」、

高
知
が
テ
レ
ビ
番
組
「
木
と
人
・
出
会

い
情
報
館
」
の
放
映
。

　
最
後
に
、
⑦
全
木
連
活
動
報
告
と
し

て
、
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
、
木
材

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
、
違
法

伐
採
問
題
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
報

告
し
、
会
議
を
終
了
し
た
。

況
は
不
明
だ
が
、
第
二
ス
テ
ッ
プ
に
入

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
財
源
が
必

要
で
、
確
保
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。
検

討
中
だ
が
今
秋
が
山
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
述
べ
た
。

　
次
い
で
、
意
見
交
換
に
入
り
、
ま
ず
、

全
木
連
が
事
前
に
各
支
部
か
ら
集
め
、

林
野
庁
に
提
出
し
て
い
た
意
見
・
要
望

に
つ
い
て
、
林
野
庁
か
ら
事
項
ご
と
に

回
答
を
受
け
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
集
ま
っ
た
意
見
・
要
望
は
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
全
木
連
事
務
局
が
、
次
の

項
目
に
整
理
し
た
。

　
①
予
算
・
金
融
の
確
保
充
実
②
木
材

利
用
推
進
③
木
材
流
通
④
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度

運
用
⑤
環
境
対
策
⑥
人
材
育
成
⑦
国
有

林
野
事
業
⑧
そ
の
他
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
厳
し
い
予
算
事
情
を
反
映

し
て
、
予
算
措
置
を
必
要
と
す
る
も
の

に
は
慎
重
回
答
が
多
か
っ
た
が
、
温
暖
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化
防
止
の
た
め
の
新
税
、
県
単
位
を
こ

え
広
域
で
の
地
域
材
利
用
、
市
場
の
新

機
能
検
討
な
ど
に
つ
い
て
新
し
い
回
答

も
み
ら
れ
た
。

　
こ
の
後
、
自
由
に
発
言
し
て
の
意
見

交
換
を
し
た
（
以
下
意
見
の
み
掲
載
）。

　
　
　
製
品
ロ
ッ
ト
を
ま
と
め
る
安
定

供
給
体
制
づ
く
り
の
た
め
に
改
善
資
金

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
。

　
　
　
焼
却
炉
規
制
に
つ
い
て
改
正
を

要
望
。

　
　
　
県
を
窓
口
と
す
る
改
善
資
金
の

場
合
に
は
、
担
保
と
保
証
人
双
方
が
求

め
ら
れ
る
が
、
担
保
だ
け
に
な
ら
な
い

か
。

　
　
　
焼
却
炉
を
リ
ー
ス
で
導
入
し
た

く
て
も
、
リ
ー
ス
会
社
が
引
き
受
け
な

い
現
実
が
あ
る
。
対
応
を
。

　
　
　
県
を
こ
え
た
広
域
流
通
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　
乾
燥
材
が
求
め
ら
れ
る
が
、
乾

燥
材
で
な
く
て
も
木
材
本
来
の
特
性
を

活
か
し
た
も
の
を
、
住
宅
行
政
に
提
言

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
焼
却
炉
問
題
な
ど
、
結
局
は
業

界
の
政
治
力
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
。

　
　
　
例
え
ば
、「
一
等
材
」
と
い
う
と
、

消
費
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
材
の
実
体
と
は

違
う
。
欠
点
を
先
に
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
。
消
費
者
に
は
十
分
な
Ｐ

Ｒ
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
お
、
当
日
の
林
野
庁
側
の
出
席
者

は
次
の
と
お
り
。
前
田
直
登
林
野
庁
長

官
、
黒
木
幾
雄
次
長
、
岡
島
正
明
林
政

部
長
、
原
口
和
夫
林
政
課
長
、
岡
田
憲

和
企
画
課
長
、
金
丸
康
夫
経
営
課
長
、

河
野
元
信
木
材
課
長
、
青
木
勉
参
事
官
、

森
田
一
行
木
材
貿
易
対
策
室
長
、
桂
川

裕
樹
木
材
課
総
括
。

　
告
知
＝
林
業
機
械
化
協
会
は
、
徳
島

県
と
共
催
で
十
月
二
十
四
、
二
十
五
日

に
林
業
機
械
展
示
・
実
演
会
を
開
催
す

る
。会
場
は
、「
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
」。

出
展
機
種
約
四
百
種
。

前
号
記
事
中
、
二
頁
、
二
段
、
一

行
目
の
「
登
録
認
定
期
間
」
は

「
登
録
認
定
機
関
」
の
誤
り
で
し

た
。

訂
正

7月分集計表
モニター数97　　回答数79　　回収率81％

増加24％（19）
増加18％（14）
上昇13％（10）
上昇26％（21）

増加18％（14）
増加16％（13）
上昇　5％（　4）
上昇11％（　9）

33％（21）
25％（15）
20％（12）
12％（　8）
34％（21）

54％（40）

減少18％（14）
減少25％（20）
下降　0％（　0）
下降　4％（　3）

減少29％（23）
減少32％（25）
下降　1％（　1）
下降　1％（　1）

　6％（　4）
　7％（　4）
　7％（　4）
20％（13）
　3％（　2）

　1％（　1）

61％（39）
68％（40）
73％（44）
68％（44）
63％（38）

45％（33）

変わらず58％（46）
変わらず57％（45）
変わらず87％（69）
変わらず70％（55）

変わらず53％（42）
変わらず52％（41）
変わらず94％（74）
変わらず88％（69）

モニター数97　　回答数75　　回収率77％

増加35％（26）
増加25％（19）
上昇　1％（　1）
上昇17％（13）

増加17％（13）
増加19％（14）
上昇　4％（　3）
上昇12％（　9）

33％（12）
26％（　6）
37％（14）
23％（13）

29％（　7）

53％（19）
70％（16）
55％（21）
67％（38）

50％（12）

減少22％（17）
減少27％（20）
下降　8％（　6）
下降11％（　8）

減少27％（20）
減少32％（24）
下降　5％（　4）
下降　4％（　3）

14％（　5）
　4％（　1）
　8％（　3）
10％（　6）

21％（　5）

変わらず43％（32）
変わらず48％（36）
変わらず91％（68）
変わらず72％（54）

変わらず56％（42）
変わらず49％（37）
変わらず91％（68）
変わらず84％（63）


